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研究成果の概要（和文）：本研究の月的は、日本人英語学習者にとって、(1)ワーキングメモリ

(WorkingMemory:ＷＭ)に特に負荷のかかる処理段階（語彙．統語．意味．語１１１）を特定し、
(2)ＷＭ容量の個人差が､前置詞句付加構文における処理方略に及ぼす影響を調査することにあ
る。主な結果は、（１）特に統語処理はＷＭコストがかかるプロセスで、その自動性の程度が
英語習熟度を左右すること（２）ＷＭ容賦に関わらず、鎧少付加方略を用いて統語処理を行い、
意味情撮が利用できる際は、その情報に依存しながら統語処理を進めることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Thepurposesofthisstudyareasfollows:(1)tospecifiVthetypeof
processingthatplacesaburdenontheWbrkingＭｅｍｏｒｙ(ＷＭ)ofJapaneseEFLlearnGrs
and(2)toexplorewhetherWMcapacitymfluencessymacticparsingstrategies,byusing
temporarilyambiguousprepositionalphrases､ＴｈｅｍａｉｎresultSshowthat（１）syntactic
processingplacesaheavycognitiveloadonWMresources，therebyleavingfewresources
fbrstorageftlnctions，ａｎｄａｌｓｏｔｈａｔｔｈｅｐｒｏｆｉｃｉｅｎｃｙｏｆＪａｐaneseEFLlearnerslargely
dependsonthedegreeofautomatizationofsyntacticprocessmg．（２）Inprocessing
temporarilyambiguoussentenceswithprepositionalphrases，JapaneseEFLlearners
followtheMinimalAttachmentStrategyanddeploypragnlaticcueswhileparsing
sentences,irrespectiveofWMcapacityも
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語彙処理・統語処理・意味処理・文脈処理等
様々な処理段階が含まれているが、それらの
処理はＷＭ上で、長期記'億中の各種知識（語
彙・統語知識等）から検索・照合することに

１．Ｗ1h発開始当初の背景

ワーキングメモリ(WorkmgMemory:ＷＭ）
とは、感覚器官（視覚。聴覚等）から入ﾉ)さ

れた情報を処理しつつ、一時的にその処1111内
容を保持することを可能にする認知システ
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より行われると考えられている。

処理された情報はＷＭ上で一定の間,保持
され、新しい情報との統合が|随時行われる。

またＷＭには厳しい容量制限が想定されて

いるので(Just＆Oarpenter,１９９２；Oowan，
2001)、入力情報をもとに長期記憶からいか
に迅速に検索し、処理できるが文IMilにおい
て重要な鍵となる。

このようにＷＭは､言語情報の処)!Hと保持

の並列処理を支える、人間の｣;L本情報処}114シ

ステムである。特に第二言語の場合、学習者

の言語処理が自動化していないため、ＷＭに

大きな負担がかかりＷＭ運111能力が果たす

役割は第一言語に比べ、大きいと考えられる

(Ｇｅｖａ＆Ryan,1993；Miyake＆FriedmanL
1998)。従って、ＷＭ容量のＩＩｉ１ｉｌ人差という視
点から、第二言語処理プロセスの解|）1を|Ｉ指
すことの意義は極めて大きい。

言語におけるＷＭ容量を測定する方法と

してDaneman＆Oarpente1,(1980)が開発し

たリーディングスパンテスト(ReadingSpan
TbBt:RST)が一般的に用いられている。この
テストでは、被験者は、次々に提示される文

を音読しながら文末単語を記憶するように
指示される。２つの文を背読し２つの文末単
語を記憶する２文条件から、５つの文を音読
し５つの文末単語を記憶する５文条件まで昇
順で行われる。つまり、被験者は、音読（文
処理）によりＷＭが削減された状況の中で、

文末単語をどれだけ記憶できるのかを測定
するテストである。

このテストにより､被験者が有限のＷＭ資
源をいかに効率よく処｣;111機能と保持機能に

振り分けるのか（ＷＭの効率性）知ることが
できる。しかし、前述したように、一言で処

理といっても、文処理には様々な処理段階が

含まれているため、このテストでは、どの処

理段階でＷＭに負荷がかかった結果､記憶に
ＷＭ容量を回すことができなかったのか明

らかにすることはできない（中両。横川、
2011)。

また、上述のＲＳＴで測定したＷＭ容斌の

違いにより、統語解析プロセスが異なること

が指摘されている(Just＆Carpenter,1992）
が、第二言語学習者が前置詞句付加構文のよ

うなガーデンパス文を処理する際において
も、ＷＭ容埜の個人差により処理傾向が異な

るのか、また意味情報が利用できる際、その
情報を利用してガーデンパス化を回避する
のかどうかはまだ明らかにされていない。な

お、英語母語話者においては、名詞句付加構
文（Thewomanvisitedthemanwithacar

insteadofthemanwithabike｡）の方が、動

詞句付加構文（Thewomanvisitedtheman

withacarinsteadofwalking.）よりも処理
時間が長く逆行回数も多いことが眼球運動
を用いた研究において観察されており、最少

付jⅡ方１１１‘を用いて統語処''１１を行うことが指

摘されている(Ferreira＆O1ifton,1986)。

２．．研究の目的

水研究の目的は､以下の２点に集約される。

(1)日本人英語学習者にとって、特にＷＭ容
量を消費する認知負荷の高い処理段階(語
彙・統語・意味・語用)の特定(Nakanishi＆
Ybkokawaj2011；Sugiura＆Nakanishi，
2011）を主に改定版ＥＳＴ(Nakanishi,2005）
をⅢいて調査する。

(2)ＷＭ容量の個人差が日本人英語学習者の
統語処理プロセスにどのような影響を及ぼ

すのか、ガーデンパス文(前置詞句付加構文）
を)Hいて調査する。特に、ａ）英語母語話者と
同様に鍛少付加方'11%を用いて統語処理を行

うのかどうか（Nakanishi,2012a)、さらに意
味情報を利用してガーデンパス化を回避す

るのかどうか(Nakanishi2012b)調査する。

３．．研究の方法

(1)Sugiura＆Nakansihi(2011)では、語彙処
理の効率性がＷＭ運用効率に与える影響を調

査するため、以下のテストを30名の大学生に

実施した。１）語彙テストとして、語彙知識風

を測定するVbcabularySizemesL(VST）
(Nation＆Begler,2007)と語彙アクセスの正
確性と速度を測定するテストOomputeL
basedEnglishlexicalprocessingtest
(OnLP)(''１１田他,2010)、さらに２)ＷＭ容箪
を測定するテストとして、ＲＳＴを実施した。

なお、RST得点法は再生得点とエラーフリー

(error-free:e-f)得点の2種類を用いた

(Nakanishi,2005)。再生得点とは、文末単語
の総再生語数を指す。また、ｅ－ｆ得点とは、

RST文を[Eしく理解した上で文末単語を再生

できた文の総数を指す。

また、Nakanishi＆Yokokawa(2011)では
、様々な処理段階（意味・統語・語用）とＷＭ

運Ⅱ]効率の関係を調査するため、それぞれの

処理段階に焦点を当てた４種類のEST(１：通
常版RSqq2：’1本語訳妥当性判IlilT課題RST,３

：文法性判断課題ＲＳｍ４：意味性判断課題

RST)、さらに２穂類の英語習熟度テスト(文

法：OxfbrdQuickPlacement'１１est(ＯＱＰＴ）
、読解：英検2級リーディングセクション)を

大学生44名に実施した。

(2)Nakanishi(2012a)では、日本人英語学脅
者においても英語母語話者同様、最少付加方

略を用いて文処理を行うのか､またＷ皿容'１１

により処理方式が異なるのかどうかを調べ

るため、大学生６９名を、ＲＳＴ得点(ＷＭ容

量)に応じて２群に分けた。そして、４種類の

前撹詞付加構文ａ）動詞句付加・短距離条
件：Thewomanvisitedthemanwithacar



insteadofwalking.ｂ）名詞'Ifl付力｢|･短距離条
件：Thewomanvisitedthelnanwithacar

insteadofthemanwithabike．ｃ)動詞ｲﾘ付
加･長距離条件:Ｔｈｅwomanvisitedtheman

earlythismornmgwithacarinsteadof
walkingd)名詞句付加・長距離条件：The
womanvisitGdthemanearlythismorning
withacarinsteadofthemanｗｉｔｈａｂｉｋｅ

を各条件８文、フイラー２０文、計５２文をコ
ンピュータ上にフレーズ毎に移動窓方式で
提示した。各文提示後には、Whohadthe

car?(b)Ｗｏｍａｎ(､)ｍａｎのような二択問題が
提示された。

また、Nakanishi(2012b)では、「|本人英語
学習者は、意味情報を利用してガーデンパス
化を回避するのか､またＷＭ容量によりその

傾向が異なるのかどうか調査するため、大学
ﾉ'三４７名を、ＥＳＴ得点(ＷＭ容量)に応じて２

群に分けた。そして、４種類の前置詞付加構

文ａ）動詞句付加・短距離条件：Ｔｈｅｇｉｒｌ
ｔａｌｋｅｄｔｏｔｈｅｔｅａｃｈｅｒｗｉｔｈａsweetvoice

becauseshewantedtochangehergradeb）
名詞句付加・短距離条件：Ｔｈｅｇ並ltalkedto
theteacherwithatieandaskedhimwhere

heboughtthetiec)動詞句付加・長距離条
件：ThegirltalkedtotheteaCherafterthe
classwithasweetvoicebecauseshe

wantedtochangehergraded)名詞ｲﾘ付
加・長距離条件：Thegirltalkedtothe
teacherafterｌｈｅｃｌａｓｓｗｉｔｈａｔｉｅａｎｄａｓｋｅｄ

ｈｉｍｗｈｅｒｅｈｅｂｏｕｇｈｔｔｈｅｔｉｅ・を各条件８
文、フイラー２０文、計５２文をコンピュータ
上にフレーズ毎に移動窓方式で提示した。各

文提示後には、Whohadthetie？(b)girl(､）
teacherのような二択問題が提示された。

表I：語彙サイズ大群

,祷彙テストＲＳＴ

再生ｅ－ｆＶＳＴＯＥＬＰ

再生

e－ｆ

ＶＳＴ

ＯｎＬＰ

**0．８６０．３２

０．４２

十-０．４６

．ﾄｰ０．５０
‐０４２

ZVbteZV＝１５.＊*Ｐ＜01,*Ｐ＜05,.tP＜ユ０

表2：語彙サイズ小群

語彙テストＲＳＴ

再生ｅ－ｆＶＳＴＣＥＬＰ

再生

ｅｆ

ＶＳＴ

ＯＩｎＩＰ

撫澱０．８１＊０．５５

＊０．６２

－０．２１

－０．０８

－０BＧ

jVbte.｣V＝１５.溌欝ｐ＜､０１,やく05,も､＜・1０

また、Nakanishi＆Yokokawa(2011)の.研

究から、RST3は、文処理中に文法性判断課題

を課すという、文処理のⅢ|]でも、特に統語処

理に処ji｢１１負荷のかかる課題であるが、他の

RST課題と比べて処理成績が有意に低いこと

が示された（表3)。これは、日本人英語学習

者における統語処理の非１.動性を示している

可能性がある。統語処理に認知コストがかか

り、限りあるＷＭ容量の大半を消費してしま

うため、文末iii語の記'億にＷＭ容量を回すこ

とができず、その結果、再生得点においても

他のＲＳＴと比べて有意に低くなったといえる

。また、英語習熟度テスト成績との相関分析

では、RST2画3得点と英語習熟度との間には、

得点法に関わらず、有意な相関がみられた（

表4)。ＲＳＴ２ｏ３ともに統語的な側面に負荷の

かかる処理であることから、統語処理に関わ

る、動Ｉｌｌ２の程度が、「1本人英語学習者の英語

習熟度を左右していることが示唆される。言
い換えれば、統語処理の非自動性が、英語の

流暢性を獲得する上での障壁となっている'１１

能lWHがある。

４．Ｗ1:究成果

(1)Sugiura＆Nakansihi(2011)は、被験者
30名をVSWW:点で語彙サイズ大群(15名）・小

群(15名)に分け、RST得点と語彙テスト得点

との札|関を調査したところ、語彙サイズ大群

において、OELP得点とRST得点との相関が

有意傾向にあり、語彙サイズ小群においては

、VST得点とEST得点との相関が有意である

ことが示された（表１，２)。

このことから、ある程度の語彙知識量があ

る学習背においては、語彙アクセスの自動性

の程度がＷＭ運用能力を左右する一方、ある

穐度の語彙知識量がない学習者においては、

語彙知識量がＷＭ運用能力を左右することが
示唆された。

表３各ＲＳＴタスクの特徴とスコア

RST得点法

再生

得点ﾀｽｸ鰐
処理

得点

０－F

得点

ＲＳＴ

種類

混在２６．６ＲＳＴ１

日本語

訳判断

文法性

判断

意味性
､卜1]断

意味‘

統語
ＲＳ｢T２ 2６．９１９．４３０．s

統語２３８１２．７２２．３ＲＳＴ３

意味

語用
ＲＳｒｌ１４ 2７．３２２．２３３７



表４RST得点と英語習熟度 表５各領域における1音節毎の平均読み時'19

(msecJ
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e-f

得点

Zｎ⑪

しかし、前満詞句の意味情報に付加位置に

関するバイアスのかかった条件下においては

(Nakanishi,2012ｂ)、前置詞句付加構文正解

数．処Illl1寺間・解答時間において２(前置詞句

付加タイプ)×２(距離)×２(ＷＭ)の分散分析

を行った結果、主効果。交互作用は共に観察

されなかった。また、文を以下のように7領域

に分け（LThegirl/2.talkedljo/athe
teacher/4,aftertheclass/5．withasweet

voice/6.becauseshewantedto/7.changeher
grade.)､７(領域)×2(ＷＭ)×4(前置詞句付加タ

イプ)の分散分析を行ったところ(表6)､ＷＭと
領域においてのみ有意（もしくは有意傾向）

な主効果が観察された(領域：Ｆ(6,1222）＝

3.106,ｐ＜､01,ＷＭ：Ｆ(1,1222)＝3.106,ｐ＝

078.)。これらの結果から、(1)動詞句付加構
文の正解数．処理時間・解答時間が名詞句付

加樅文と変わらず､Nakanishi(2012a)とは異
なる結果になった。また、(2)ＷＭ大群の方が
小群よりも効率よく文処jIllを行う傾向にある

ことが示された。(1)の結果から、日本人英語
学習者においては、前置詞句の意味情報が統

語処理に大きな影響を及ぼしていることが示

された。

重み有ＲＳＴ２＊識０４２＊ｑ３８

ＲＳｌＩ１３＊*０．３９＊wｑ４３

ＲＳＴ４＊0．３７＊*０．４５

火夫ｐ＜01,＊ｐ＜０５

(2)Nakanishi(2012a)では、ｌｉｆｉ置詞句付加構
文正解数において２(前般詞句付加タイプ)×

2(距離)×２(ＷＭ)の分散分析を行った結果、

前置詞タイプとＷＭにおいて有意（もしくは

有意傾向）な主効果が観察された(前置詞：Ｆ
(3,276)＝90.121,ｐ＜､01;ＷＭ：〃(1,276)＝

3.681,ｐ＝.056)。また、前置詞句付加構文処
理時間・解答時間においても同様に分散分析

を行った結果、ＷＭにおいて有意（もしくは

有意傾向）な主効果が観察された(処理時間；

Ｆ(1,264)＝3.020,ｐ＝.083,解答時間:Ｆ(1,

264>＝5.515,ｐ＜０５.)。また、文を以下のよ
うに７領域に分け(1.'ILLewoman／２visited／
3.ｔｈｅｍａｎ／４.earlythismornmg／５.witha
car／６.msteadof／７.walking.)、７(領域)×

2(ＷＭ)×4(前置詞句付加タイプ)の分散分析
を行ったところ(表5)、ＷＭと領域においての

み主効果が観察された(ＷＭ：Ｆ(1,1716)＝
8.999,ｐ＜01,領域：Ｆ(6,1716)＝70.876,ｐ
＜､01)。これらの結果から、(1)動詞句付加構

文の正解数が名詞句付加構文の正解数よりも

多いこと(2)ＷＭ大群の方が小群よりも効率よ
く文処｣理を行うことが示された。(1)の結果か
ら、ＷＭ容艇に関わらず、｜=I本人英語学習者

は、英語母語話者同様、最少付加方略を選好

して統語処理を行うことが示唆される。

表６各領域における1音節毎の平均読み時間

(msec）
ＷＭ大群
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’二I本人英語竿習者を対象にしたこれらの研

究の主な結果は、以「の4点にまとめられる。

(1)言語処理の中でも、特に統語処理が自動

化されておらず＄ＷＭに負荷のかかる処理で
あるため、ＷＭ運用効率が悪くなる。

(2)前置詞句付加構文のような統語的に複雑
な文であっても、ＷＭ大群は効率よく文を処
理する。

(3)ＷＭ容量に関わらず、最少付加方略を用
いて、統語処１１１１を行う。

(4)ＷＭ容量に関わらず、意味情報が利用で
きる状況下では、意味情報に依存しながら統
語処III1を進める。

証研究一全IJil英語教育学会、山形大学
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